
　近年、晩腐病の発生が問題となっています。特に晩腐病は、収量を左右するほどの甚大な被害となる場合があります。

　そのため、各園の状況に合わせた中で、耕種的防除と薬剤防除の徹底を図って下さい。

１．晩腐病の発生生態

（１）病原菌は、果梗の切り残し、巻きひげ、結果母枝などの組織内で菌糸の形態で越冬する。

（２）春期に降雨で濡れ、平均気温が１５℃程度になると、胞子の形成が始まり、その後、この胞子は雨水によって運ば

　　れ、果房に感染する。

（３）胞子の形成・飛散が特に多い時期は梅雨期であり、この時期にあたる幼果期が一次感染期となる。

（４）成熟期に降雨が多いと、盛んに二次伝染を繰り返す。

（５）果実では、酸が多い時期には発病せず、着色期以降に糖度の上昇・酸の低下で発病する。

２．晩腐病の防除対策

（１）早期カサカケ・袋かけを実施する。

　　　第１回目ジベ処理後にロウ引きのカサカケ（デラ用）を行う。また、第２回目ジベ処理後にできるだけ早く、カサ

　　カケ・袋かけを実施する。なお、摘粒が遅れる場合は感染を防ぐため、先にカサをかけてから摘粒を行う。

　　※　早めのカサカケを行うと果房や穂軸に薬液がかかりにくい場合があるため、しっかり付着するように丁寧に散布

　 する（特にスリップスの防除）。

（２）発芽前の休眠期防除及び開花直前から小豆大の生育期の薬剤防除を徹底する。また、着色期以降にほ場巡回を行い

　　二次伝染となる発病果粒を除去する。

（３）剪定時に越冬伝染源となる果梗の切り残し、巻きひげの剪除を徹底する。また、支線などに巻き付いた巻きひげも

　　できるかぎり取り除く。

（４）例年、晩腐病の発生が問題となる園では、雨除け栽培の導入も検討する。
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